
原

生

花

園

植
物
群
落

は
も

と
よ
り

一
定

不
変

の
も

の
で
は

な
く
、

い
わ
ゆ
る
安
定
相

(
O
凱
目
餌
×
)

に
あ

る
も

の
で
も
、
環
境
条
件

の
変
動

に
と
も
な

っ
て
さ
ま

ざ

ま
な
変

化
を
示
す
。

日
本

の
草

原
植
物
群
落

の

大
部

分
は
、

こ
と
に

11
動
き
"
や
す

い
も
の
で
あ

る
と
い

っ
て
も
よ
く
、

こ
れ
ら

の
群
落

の
保
護

に

は
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題

が
多

い
。

こ
う

し
た
遷
移

に
も
と
つ
く
群
落

景
観

の
変
化

は
も
ち
ろ
ん
、

必
ず

し
も
草
原
群

落

の
み
の
問
題

で
は
な
く
て
森
林
群
落

に
も

み
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、

阿
寒
国
立
公
園
の
硫
黄
山

に
お
け
る

ハ
イ

マ

ツ
ー

エ
ゾ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ
群
落

で
の
シ
ラ
カ

ソ
バ

の
増

大

に
と
も
な

っ
て
お

こ
り
つ
つ
あ
る
群
落
景

観

の
変
化
は
、
そ

の
顕
著
な

一
例

で
あ
ろ
う
。

群
落

の
遷
移

に
関
す
る
考
察
①

ー
1

群
落

の
保
護

と
、
自
然
景
観

の
保
存

と
は
必
ず

し
も

一
致

し
な

い
場
合

が
あ
り
、
群
落

の
遷
移

の

方
向
と
速

度
を
計
算

に
入
れ
な

い
自
然
保
護
区

の

設
定

は
意
味

が
な

い
。

従
来
、
自
然
保

護
と
景
観
保
護
と
が
、

と
き

に

混
同
し
て
考
え
ら
れ
る
例
も
あ
り
、
意

図
は
り

っ

ぱ
で
も
、
手
段
が
全
く
不
適
当

で
さ
え
あ

る
場
合

も
少
な
く
は
な
か

っ
た
。

海
岸
草
原
の
群
落

原
生
花
園

と

い
う
名

は
や
は
り
網
走
小
清
水
海

岸

の
も
の
が

い
わ
ば
元
祖
格

で
あ
る
が
、

い
ま
で

辻

井

達

は
か
な
り
あ
ち

こ
ち

に
こ
の
名
を
見
る

こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
、

や
は
り

こ
の
小
清
水
お
よ
び
斜

里
海
岸

の
草
原
と
、
加

え
て
厚
岸

か
ら
霧
多
布

に

か
け
て
の
海
岸
台
地

上
の
草
原
、
中
で
も
ア
ヤ
メ

が
原

と
よ
ば
れ
る
部
分

は
、

と
も
に
北
海
道

の
代

表
的
な
海
岸
草
原

の
例

と
す

る
こ
と
が
で
き

る
。

小
清
水
海
岸
草
原

は
、

オ
ホ
ー
ッ
ク
海
に
面
す

る
屈
曲
の
少
な

い
海
岸
線
沿

い
に
発
達
し
た
砂

丘

を
中
心
と
す
る
群
落

で
、

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
乾

燥

し
た
立
地

に
あ
る

の
に
対

し
、
厚
岸
道
立
公
園

の
そ
れ
は
多
く
湾
入
、
岬
角

に
富

ん
だ
岩
海
岸
に

め
ぐ
ら
さ
れ
た
断
崖
上

の
平
坦
な
台
地
草
原
で
あ

っ
て
、
し
か
も
海
霧

に
さ
ら
さ
れ
る
な
ど
、
そ

の

立
地

か
ら
は
あ

ま
り
共
通
す

る
と

こ
ろ
が
な
い
。

こ
こ
に
興
味
あ

る
の
は
、

こ
の
両
者
が

い
ず
れ

も

二
次
的

に
成
立
し
た
半
自
然
植
生
と
よ
ば
れ
る

も

の
で
あ

っ
て
、

そ
の
成
立
に
は
い
ず
れ
も
家
畜

の
放
牧
な
ど
、
人
為
が
大
ぎ
く
関
与
し
て

い
る
点

で
共
通
す
る
も

の
を
も
つ
こ
と
で
あ

る
。
そ

の
景

観
が
有
名

に
な
る
に
お
よ
ん
で
、
さ
ら

に
踏
圧
、

雑
草

の
混
入
も
増
大
す
る
傾
向

が
み
ら
れ

る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
も
ち
ろ
ん
他

に
も
求

め
る

こ

と
が

で
き
る
が
、
前

に
述

べ
た
よ
う

に
こ
れ
ら

の

草
原

で
は
、
群
落
的
な
変
化
を
生
ず

る
大
き
な
要

因

と
考

え
ら
れ

る
た
め
に

こ
と
に
注
目
さ
れ

る
の

で
あ

る
。
遷
移

を
論
ず
る
前

に
、

こ
れ
ら
の
海
岸

草
原
群
落

の
代
表
的
組
成
を
示
せ
ば
、

つ
ぎ

の
ご

と
く

で
あ

る
。
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〔第1表 〕 アヤメが原に置いた帯状区A.(1955年)

分区
FD名物植

10987654321

一b

5

パ
丁

つ
U

9
0

2950

1450

1175

つ
e

-
⊥

n∠

9σ

9
白

9
臼

9
白

9
盈

9
白

(∠

9
臼

9
0

2

十

十

十

十

十

十

つ
0

9
倉

-
⊥

り
O

n∠

9
】

0
∠

り
▲

つ
り

n∠

■1

O
Q

9
島

十十十

十 十 十十 十

ヒ オ ウギ アヤ メ

エ ゾ タ カ ラ コ ゥ

ヤ マ ブキ シ ョ ウマ

ナ ガバ グサ

キ ソ ミズ ヒキ

4

つ
σ

-
⊥

n∠

」4

ユ001十

十 十

十

十

十1十十

十

【

十

十

十

100十1

十

十十

十 十

十十1十

セ ソ ダ イ ハ ギ

シ ロ ワ レモ コ ウ

ミ ツ バ ツ チ グ リ

エ ゾ ト リ カ ブ ト

ェ ゾ フ ウ ロ

(
A
)

ハ
マ
ナ

ス
群
落

①

ハ
マ
ナ
ス
ー

エ
ゾ
キ
ス
ゲ
群
落

〔
網
走
小
清
水
海
岸
〕
"
砂

丘
背
後

と
砂

丘
背

面

の
草
原

に
展
開
し
、
し
ば
し
ば

エ
ゾ

ノ
コ
リ

ン
ゴ

を
混
生
す

る
。
構
成
要
素
と
し
て

ハ
マ
ナ

ス
の
ほ

か
に
、

つ
ぎ

の
種
類

が
あ

る
。

ア
カ
ザ
、

ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、

ツ
ル
フ
ジ
バ

カ

9
自

n∠

4

1
⊥

4

十十

十

十

十

十

十十十 十十

十

十

十

十

十 十 十 十 十十十十

ア キ カ ラ マ ツ

タ ソポ ポ類

オ オ ダ イ コ ソ ソウ

エ・ゾボ ウ フ ウ

ア イ ヌ キ ソポ ウ ゲ

-
⊥

-
⊥

-
⊥

9
白

りO

.十

十

十

十

十十十

十

十

十十十 十 十

チ シ マ カ ニ ツ リ

ォ ォ ゥ シ ノ ケ グ サ

ケ ク サ フ ジ

ヒ ロハ ヤ マ ハ ハ コ

ノ ブ キ

マ
、

キ
ジ

ム

シ

戸
、

ハ
マ

エ

ソ
ド

ウ
、

ア

カ

ツ

メ

ク

サ
、

シ

ロ
ツ

メ
ク

サ
、

ク

サ

フ
ジ

、

ハ
マ
フ
ウ

ロ
、

オ

ニ
ツ

ル
ウ

メ

モ
ド

キ

、

ヤ

ナ
ギ

ラ

ソ
、

エ

ゾ

ノ

シ

シ
ウ
ド

、

カ

ラ

フ
ト

ニ

ソ
ジ

ソ
、

ノ

コ
ギ

リ

ソ
ウ

、
エ
ゾ
オ

オ

バ

コ
、
エ
ゾ

カ

ワ
ラ

マ
ツ
バ

、

メ

マ

ツ

ヨ
イ

グ

サ
、

ナ

ミ
キ

ソ

ウ
、

ウ

ソ
ラ

ソ
、

ヤ

マ

ハ

ハ
コ
、

エ
ゾ

ヨ

モ
ギ

、

オ

ト

コ
ヨ
モ
ギ

、

-
⊥

3

9
臼

4

9
θ

「十

十 十 十十

一十十

十

十

十

十 十 十

十

十

十

十十 十

十十

ヤ マ ヌ カボ

マイ ズ ル ソ ウ

オ オ バ コ

ツ リガ ネ ニ ソジ ソ

エ ゾ レソ リソ ウ

り
乙

り
乙

■
■

-
⊥

-
⊥

十 十十十

十 十十

十十

十

十

エ ゾ クサ イ チ ゴ

ェ ゾ ウ ツボ グ サ

シ ロ ツ メ クサ

マル バ ケス ミレ

ヤ フ マ メ

-
⊥

1

1
⊥

十

十

十

エ ゾ ヤ マ カモ ジ グサ

スズ メ ノ ヒエ

エ ゾ オ オバ コ

シ

官

ヨ
モ
ギ

、

コ
ウ

ゾ

リ

ナ
、

コ
ヌ
カ

グ

サ

、

ヤ

マ
ア

ワ
、

ハ

マ
ム
ギ
、

エ
ゾ

ス

ス

キ
、

イ

チ
ゴ

ツ

ナ
ギ

、

エ
ゾ

キ

ス
ゲ

。

こ
れ

ら

の
種

類

の
中

に

は
、

ハ

マ

ニ

ソ

ニ
ク
群

落

の
諸

要

素

が

ふ
く

ま

れ

る

こ

と
が

あ

り

、

と

き

に

ヤ

マ
ア

ワ
が

大

き

な
集

落

を

つ
く

る

こ
と

も

あ

っ
た

。

*)帯 状 区A、B(1955)は 北 大 農 学部 植 物 学 教 室 舘 脇 研究 室。 舘 脇 、 辻 井 他。

北 海 道 開 発 局 刊、,根釧 原 野 開 発 計 画調 査 資料(1966)。〔
網

走

小

清

水

海
岸

〕

砂

丘

の
後

背

草

原

か

ら
湿

原

群
落

へ
移

行

し

つ
つ

あ

る

と

こ
ろ

の
や

や
砂

浜

寄

り

に
あ

る
。

と

こ
ろ

に

よ

っ
て

コ
ヌ

カ
グ

サ
、

オ
オ

ウ

シ
ノ

ケ
グ

サ

の

あ

る

ほ

か

は
、

ミ
チ

ヤ

ナ
ギ

、

キ

ジ

ム

シ

戸
、

ハ

マ
フ

ウ

ロ
、
ム

シ

ャ
リ

ン
ド

ウ

、
エ
ゾ

オ
オ

バ

コ
、

ヤ

ナ
ギ

タ

ソ
ポ

ポ
、

セ
イ

ヨ
ウ

タ

ソ
ポ

ポ
、

オ

オ

②

エ
ゾ

キ

ス
ゲ

・
エ
ゾ

ス
カ

シ

ユ

リ
ー

ハ
マ
ナ

ス
群
…落

〔網

走

小

清

水

海
岸

〕
"
こ

の
群

落

は

エ

ゾ

キ

ス
ゲ

お

よ
び

エ
ゾ

ス
カ

シ

ユ
リ
が

多

く

、

ハ
マ
ナ

ス
は

む

し

ろ
亜

優
占

種

と
な

っ
て

い
る
も

の
で
、

そ

の
構

成
要

素

と

し

て

は
、

つ
ぎ

の
各
種

が
あ

る
。

エ
ゾ

キ

ス
ゲ
、

ハ
マ

エ

ン
ド

ウ
、

チ

ャ

シ
パ

ス
。ゲ
、

ヤ
ナ
ギ

タ

ン
ポ

ポ
、

エ
ゾ

ス

カ

シ

ユ
リ
、

エ
ゾ

ノ
シ

シ
ウ

ド
、

オ

ニ
カ

サ

モ
チ
、

コ
ガ

ネ
ギ

ク
、

エ
ゾ

カ

ワ

ラ

ナ

デ

シ

コ
、

オ

ニ
ツ

ル
ウ

メ

モ
ド

キ
、

ワ

ラ

ビ
、

ヒ

ロ

バ
ク

サ

フ
ジ
、

フ

タ

マ
タ
イ

チ

ゲ
、

ウ

ソ
ラ

ソ
、

エ
ゾ

オ
オ

バ

コ
、

セ
イ

ヨ
ウ

タ

ソ
ポ

ポ

、
ミ

ツ
バ

イ

ワ
ベ

ン
ケ
イ

、

ム

シ

ヤ
リ

ソ
ド

ウ
。

③

ハ

マ
ナ

ス
ー

シ

#

ツ
メ

ク

サ

ナ
ガ

バ
グ
サ
群
落

こ
の
群
落

は
、
明
ら
か
な
放
牧

に
よ

っ

て
現
わ
れ
た
二
次
的
植
生

で
、
砂

丘
に
近

く
発
達
す
る
。

"
ト
ゥ

フ
ツ
湖
附
近

で
は
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ア

ワ
ガ

エ
リ
、
イ

チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
、
ク
サ
イ
、

ス
ズ

メ
ノ
ヒ
エ
な
ど
若

干
を
混
生
す

る
に
す
ぎ
な

い
。

こ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
が
、
さ
ら

に
過
放
牧
を
強

度

に
う
け

た
場
合

に
は
、
部
分
的

に
エ
ゾ
オ
オ
バ

コ
、
あ

る
い
は

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
が
き
わ

め
て
多
く

な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ハ
マ
ナ
ス
群
落

と
し

て
は
も

っ
と
も
退
行
し
た
形
で
あ

っ
て
、
人

の
立

〔第2表 〕 アヤメが原に置いた帯状区Aノ.(1965年)

分区
FD名物植

10987654321

【O

rO

n∠

F
O

5

1650

50

200

50

ち

入
り
が
増

え
れ
ば
、
容
易
に
裸
地
化
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
路

傍
雑
草

の
混
生
、
発
達

も
も

っ
と
も

い
ち
じ
る
し

い
。

(
B
)

ハ
マ

ニ
ン
ニ
ク
群
落

ハ
マ
ニ
ソ
ニ
ク
群
落
は
、
海
岸
草

原

の
代
表
的

な
も

の
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
群
落

は
多

く
の
場

合
、
純
群
落

の
形
を
と
る

こ
と
が
多

い
。
北
海
道

5

罠
σ

5

9
白

FO

一
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↓
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+
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-
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岸

各

地

に
普

通

に

み
ら

れ

る
が
、

近

時

、

多

く

は
…撹
乱

さ

れ

自

然

の
保

た

れ

て

い
る

と

こ

ろ

は

少

な

く

な

っ
た

。

通
例

、

ハ

マ

ニ
ン

ニ
ク

の

ほ

か
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コ
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ボ

ウ

ム
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コ
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ボ
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シ
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コ
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ソ
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ソ
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シ

ロ
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モ
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エ
ゾ

オ
グ

ル

マ
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ハ

マ
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ガ
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随
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す

る
。

ハ

マ

ニ

ソ

一

1

5

5
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十

十

十

十
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十
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Q

-
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5

5

つ
り

十

十

十

十

十

十

}

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

.

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ニ
ク

の
芽

は
、

比

較

的

他

の
草

よ
り

春

早

く
出

る

た

め

に
、
早

春

、

牛

馬

が

こ
れ

を

利

用

す

る

こ
と

が

多

い
。

〔網

走

小

清

水

海

岸

〕
"

ハ
マ

ニ
ソ

ニ
ク

に

つ

い

で

エ
ゾ

ノ

コ
ウ

ボ

ウ

ム
ギ

が
主

な

要
素

と
な

っ
て

い
る

ほ

か
、

ホ

ソ
バ

ノ

ハ
マ
ア
カ

ザ
、

オ

カ

ヒ
ジ

キ
、

ハ
マ

ハ

コ
ベ

、
ハ
マ

ハ
タ
ザ

オ

、
ハ

マ
ナ

ス
、

}

3

5十

十

十

十

十 十

十

十十

十

十

十

十十

エ ゾクサ イ チ ゴ

ェ ゾウ ツボ グ サ

シ ロ ツ メ クサ

マル バ ケス ミレ

ヤ フ マ メ

エ ゾヤ マ カモ ジ グ サ

ス ズ メ ノ ヒエ・

エ ゾ オ オバ コ

ク サ イ

ワ ラ ビ

4

2

一

2

一

{

50

「

「

一

十

十

十

十

十

十

1

十

十

十

十十十

十

ウソ

ギ

サ

ツ

ウ

リ

モ

ザ

ミ

ル

ギ

ョ

イ

ノ

ツ

コ

ワ

マ

マ

ニ

ノ

イ

ク

ウ

オ

ノ、

メ モ ドキ

3

9
臼

十

十

十

十

一

十

十

十

十

十十カ ワ ラマ ツバ

コ ウボ ウシ バ

**)帯 状 区Aノ
、B'(1965)は 辻井 他 に よ り測 定 、 帯 状 区A、Bに そ れ ぞ れ 対 応す

る位 置 。
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〔第3表 〕 アヤメが原に置いた帯状区:B.(1955年)

分区
FD名物植

10987654321

5

り
0

』4

」4

9
畠

2150

925

2200

57

3

3

十

十

2

2

3

十

n∠

9
白

9
ん

9
山

9
ρ

22

1

2

十

3

十

十

n∠

-
⊥

つ
U

3

9
θ

n∠

2

十 十

十

2

2

2

十

十

ヒオ ウギ ア ヤ メ

エ ゾタ カ ラ コ ウ

ヤ マ ブ キ シ ョウ マ

ナ ガ バ グ サ

キ ソ ミズ ヒ キ

1

9
σ

-
↓

1
1

門0

十十

十十十

十十十十十十十

十

十

十

十

十

十

十

十

セ ン ダ イ ハ ギ

シ ロ ワ レ モ コ ウ

ミ ツ ノ、ツ チ ク リ

ェ ゾ ト リ カ ブ ト

エ ソ フ ウ ロ

ハ

マ

エ

ソ
ド

ウ

、
シ
ロ

ヨ

モ
ギ

、
ハ
マ
ボ

ウ

フ

ウ
、

ハ

マ
ベ

ソ
ケ
イ
、

ウ

ソ
ラ

ソ
、

ハ
マ

ニ
ガ

ナ
な

ど

を

生

じ

て

い
る
。

(
C
)

ヒ
オ

オ
ギ

ア

ヤ

メ
群

落

主

と

し

て
東
北

海

道

の
各

地

に
は

、

ヤ

マ
ブ

キ

シ

ョ
ウ

マ
、

ヒ
オ

オ
ギ

ア

ヤ

メ
お

よ

び

エ
ゾ

タ

カ

ラ

コ
ウ

が
そ

れ
ぞ

れ
代

表

的

な

種

類

に
な

っ
て

い

つ
U

3

9
自

■⊥

3

179十

十

十

十十

十十

十

十

2

十

十

十

十十十 十十

アキ カ ラマ ツ

タ ソポ ボ 類

オ オ ダイ コ ソ ソ ウ

ェ ゾボ ウ フ ウ

ア イ ヌキ ソポ ウ ゲ

3

9
山

9
臼

4

十

十

十

十

十

十

十十 十

十

十

1061十十 十1

十

十

十

十 十

チ シ マ カ ニ ツ リ

オ ォ ゥ シ ノ ケ グ サ

ケ ク サ フ ジ

ヒ ロ ハ ヤ'マ ハ ノ、コ

ノ ブ キ

る
草
原
が
あ

り
、
初
夏

か
ら
夏

に
か
け
て
美

し
い

景
観
を

つ
く
り
出
す

こ
と
が
多

い
。
名
勝

と
し
て

知
ら
れ
る
厚
岸

の
ア
ヤ
メ
が
原
、
あ

る

い
は
小
清

水

ト
ウ

フ
ッ
湖
畔

の
群
落
な
ど
は
、

い
ず

れ
も
こ

の
過
放
牧
植
生

の
例
で
あ

る
。

①

ヒ
オ
オ
ギ
ァ
ヤ
メ
群
落

〔
厚
岸
チ

ソ
ベ
〕
"
こ
の
種

の
草
原

の
好
例
で
あ

9
θ

-
⊥

9
θ

り
Q

-
⊥

一十十 十十

十

十十十

十 十十十

十

十

十

ヤ マ ヌ カ ボ

マ イズ ル ソウ

オ オ バ コ

ツ リガ ネ ニ ソジ ソ

ェ ゾ レソ リソ ウ

9
山

-
■

-
⊥

十十

十

十

十

十十

2十十十

エ ゾ クサイ チ ゴ

エ ゾウ ツ ボ グ サ

シ ロツ メ クサ

マ ルバ ケ ス ミ レ

ヤ フ マ メ

9
自

9
θ

-
⊥

4

十

十

十

十

十

十

十十十十十 十

十

十

エ ゾヤ マ カ モ ジ グサ

ス ズ メ ノ ヒエ

エ ゾ オオ バ コ

ク サ イ

っ
て
、

チ

ソ
ベ
東

方

台

地

上

に
あ

る
。

こ

こ
に
生

ず

る

主

な
植

物

と

し

て

は
、

ヒ
メ

シ
ダ

、

ア

イ

ヌ

キ

ソ
ポ

ウ
ゲ

、

ヤ

マ
ブ

キ

シ

ョ
ウ

マ
、

キ

ン

ミ
ズ

ヒ
キ
、

エ
ゾ

ノ
ク

サ

イ

チ

ゴ
、

オ

オ
ダ

イ

コ
ン
ソ

ウ

、

シ

官
ワ

レ
モ

コ
ウ
、

セ

ン
ダ
ィ

ハ
ギ
、

ケ

ク

サ

フ
ジ
、

ハ

マ
フ
ウ

ロ
、

ウ

マ

ノ
ミ

ッ
バ

、

ハ
ナ

イ

カ

リ
、

エ
ゾ

ウ

ツ
ボ

グ

サ

、

シ
オ

ガ

マ
ギ

ク

、

ビラワ

2十十十十ノ コ ギ リ ソ ウ

こ

の
群

落

の
中

に

は
、

タ

ビ

ラ
、

オ
オ

ア

ワ

ガ

エ
リ

そ

の
他

の
牧

草

を
生

ず

る

こ
と

多

く

、

乾
燥

に
傾

む

け
ば

、

オ
オ

ウ

シ

ノ
ケ
グ

サ
、

ナ
ガ

バ
グ

サ
、

ハ
マ
フ

ウ

ロ
な

ど

を

み

る

こ
と

に
な

る
。

ク

ル

マ
バ

ソ

ウ
、

ツ
リ

ガ

ネ

ニ

ソ

ジ

ソ
、

ヤ

マ

ハ

ハ

コ
、

ア

イ

ヌ

ミ

ヤ

コ
ザ

サ
、
オ
オ

ウ

シ
ノ

ケ
グ

サ

、

ヤ

マ
カ

モ
ジ

グ

サ
、

ヒ
オ

オ
ギ

ア

ヤ

メ
な

ど
が

あ

る

。

〔
ト

ウ

フ

ツ
湖

畔

〕
"
ほ

と

ん
ど

ヒ
オ

オ
ギ

ア

ヤ

メ
の

み

に

よ

っ
て

占

め

ら
れ

る

。
若

干

の

ハ

マ

ナ

ス
、

キ

ン
ミ
ズ

ヒ
キ
、

シ

ロ

ツ

メ

ク

サ

、
ツ
リ
ガ

ネ

ニ

ソ
ジ

ソ
、
ヒ

メ

シ
ダ
、

ホ

ソ
イ

な

ど

を
混

ず

る
。

②

ヤ

マ
ブ

キ

シ

ョ
ウ

マ
ー

ヒ
オ

オ

ギ

ア

ヤ

メ
群

落

厚
岸

道

立

公

園

で

は
、

チ

ン
ベ

と

ル
リ

ラ

ソ
の
間

に
み

る

こ
と
が

で
き

る
。
前

記

の
構

成

要

素
中

、

こ
と

に
ヤ

マ
ブ

キ

シ

ョ
ウ

マ
の
多

い
も

の
で
あ

る
。

③

ノ

ハ
ナ

シ

ョ
ウ

ブ
ー

シ

ロ
ツ

メ
ク

サ

・
ナ
ガ

バ
グ

サ
群

落

し

ま

し
ま

ス
ズ

メ

ノ
カ

を

壱
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草
原
群
落
の
う
ご
き

こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
主
と
し
て
二
地
方

の
草
原

群
落

に

つ
い
て
も
、
大
小

の
群
落
的
変
動
が
よ
み

と
ら
れ
る
。

こ
と
に
近
時
、
観
光
的

に
大
ぎ
く
利

〔第4表 〕 アヤメが原に置いた帯状区:B孔(1965年)

分区
FD名物植

10987654321

戸b

【0

」4

「0

「0

2175

575

50

450

250

1

1

1

十

3

1

十

十

十

2

1

1

十

1

1

十

-

十

1

1

1

十

2

2

十

1

1

3

1

十

1

1

2

1

十

1

1

3

1

十

1

1

3

十

1

1

1

ヒ オ ウギ ア ヤメ

ェ ゾ タ カ ラ コ ウ

ヤ マ ブキ シ ョ ウマ

ナ ガ バ グサ

キ ン ミズ ヒキ

用
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、
群
落

の
自

動

的
遷
移

に
加
え
て
、
多

く

の
外
的
要
因
が
、

遷
移

の
方
向

や
速
度
を
大
幅
に
変

え
て
い
る
。
残
念

な

こ
と
に
、
小
清
水
海
岸

の
い
わ
ゆ

る
原
生
花
園
に

つ
い
て
は
、
そ

こ
が
北
海
道
の
海
岸
草
原
と
し
て

は

(前

に
述

べ
た
よ
う
に
)
元
祖
的
な
も

の
で
あ

っ
て
、
も

っ
と
も
早
く
か
ら
利
用
さ
れ
て

い
た
割

4

門O

FO

-
⊥

5

50

850

200

十

十

十

-

十

十

十

十

-

十

十

十

-

十

十

十

十

十

十

十

-

十

十

十

-

十

2

十

十

-

十

十

2

十

1111

セ ソ ダ イ ハ ギ

シPワ レモ コ ウ

ミツ バ ツ チ グ リ

エ ゾ ト リ カ ブ ト

ェ ゾ フ ウ ロ

5

3

3

1

一

oo

一

1十十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

1十

十

ア キ カ ラ マ ツ

タ ソ ポ ポ

オ オ ダイ コ ン ソ ウ

ェ ゾボ ウ フ ウ

ア イ ヌキ ソポ ウゲ

[

1

1

2

5

50

250

十

十1十

十

十

十

十

十111

十

-

十

十

1

チ シ マ カ ニ ツ リ

ォ ォ ゥ シ ノ ケ グ サ

ケ ク サ フ ジ

ヒ ロ ハ ヤ 噸マハ ハ コ

ノ ブ キ

り

に
は
初
期

の
群
落
的
資
料

に
乏

し
い
。

厚
岸

道
立
公
園
内

の
草
原

に

つ
い
て
も
ほ
ぼ
同

様
で
あ

る
が
、

こ
こ
は
、

か

つ
て
防
霧
林

の
調
査

が
行
な
わ
れ
た
際

に
併
せ
て
草
原

の
群
落
的
デ

ー

タ
が
と
ら
れ
た
。

一
九
六
五
年

の
秋

に
、

こ
の
十

年
前

の
資
料

と
対
比
す
べ
く
若
干

の
調
査
を
試
み

た

の
で
、

こ
こ
に
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
第

一
～

一

2

5

3

1

[

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十十

十

十

十

十

十

十十

十

十

ヤ マ ヌカ ボ

マ イ ズル ソウ

マ

オ オ ハ コ

ツ リ ガ ネ ニ ソ ジ ソ

ェ ゾ レ ソ リ ソ ウ

2

3

1

5

一

十

十

十

十

十十十

十

十

十

十

十

十

十

十

十十

十

十十十十

四
表

の
ご

と

く

で

あ

る
。

こ
れ

に
よ

る

と
増

加

は

ナ
ガ

バ
グ

サ
、

ナ

ガ
ボ

ノ

シ

ロ
ワ

レ

モ

コ
ウ
、

エ
ゾ

フ

ウ

ロ
、

ノ
ブ

キ
、

オ

オ
バ

コ
、

ツ
リ

ガ

ネ

ニ
ン
ジ

ソ
、

シ

ロ

ツ
メ

ク

サ
、

マ
ル
バ

ケ

ス
ミ

レ
、

ワ
ラ
ビ

、

ノ

コ
ギ

リ

ソ

ウ
、

イ

ワ

ヨ

モ
ギ

お

よ
び

ク

マ
イ

ザ

サ

に

つ

い

て

み
ら

れ

る

の
に
対

し

て
、
減

少

は

ヒ
オ

オ
ギ

ア

ヤ

一

2

5

一

〇〇2

十

-

十

十

十

-

十

十1十十1十十

エ ゾ クサ イチ ゴ

ェ ゾ ウツ ボ グサ

シ ロツ メ クサ

マ ル バ ケ ス ミ レ

ヤ フ マ メ

ェ ゾヤ マ カ モ ジ グサ

ス ズ メ ノヒ エ

エ ゾ オ オ バ コ

ク サ イ

ワ ラ ビ

4

0
Q

戻
U

3

1
⊥

一

50

一

2

十

十

十

十

十

十

-

十

十

十

十

-

十

十

十十

十

十

十

十

十

十

-

十

-

十

1

ノ コ ギ リ ソ ウ

イ ワ ヨ モ ギ

ク マ イ ザ サ

ウ マ ノ ミツ バ

オ ニ ツ ル ウ メ モ ドキ

1十カ ワ ラ マ ツ ノミ

***)Dは 綜 合優 占度
、Fは 出 現 頻 度。

な:お、帯 状 区 は8×20m.、4×4mの 方 形 区10個 に区 分 され る。
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メ
、

エ
ゾ

タ
カ
ラ

コ
ウ
お
よ
び

ヤ

マ
ブ

キ
シ

ョ
ウ

マ
な
ど
割

り
に
少
数

に
留
ま

っ
て
い
る

(
し

か
し

こ
れ
ら
減

少
傾
向

に
あ
る
草
種

は
、

い
ず
れ
も
前

述

の
ご
と
く
景
観
上
重
要
な
種
類

で
あ

る
こ
と
は

注
目
さ
れ

て
よ
い
)
。
も

っ
と
も
、
減
少
と
は

い

っ

て
も
、

ア
ヤ
メ
が
原

の
表
看
板

た
る
ヒ
オ
オ
ギ

ア

ヤ
メ
の
減

少
は
こ
と

に
日
立

つ
ほ
ど
で
は
な

い
か

ら
、
当
面
、
重
大

に
考
え
な
く

て
も

い
い
。

し
か
し
、

こ
の
場
合
で
も

シ
ロ
ワ

レ
モ

コ
ウ
、

エ
ゾ
フ
ウ

ρ
、

ッ
リ
ガ
ネ

ニ
ソ
ジ

ン
、

ノ

コ
ギ
リ

ソ
ウ
な

ど
ア
ヤ
メ
が
原

の
景
観

を
助
長
す

る
草
種

は
と
も

か
く
と
し
て
、

ナ
ガ

バ
グ

サ
、

ノ
ブ
キ
、

オ
オ
バ

コ
、

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、

ク

マ
イ
ザ

サ
な
ど

の
増
大
傾

向
に
あ

る
こ
と
は
、

よ
り
注
目

に
価
す

る
。

と

い
う

の
は
、

こ
れ
ら
草
種

の
増
加

は
、
相

対
的

に

ヒ
オ
オ
ギ

ア
ヤ
メ
な
ど

の
景
観
上

の
減
少

を
意
味

す
る

こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ

る
。

同
様
な

こ
と
は
、
小
清
水
海
岸

の
数
例

に
つ
い

て
も

い
え
る
。
牧
草

や
、
路
傍
雑
草

は
急
速

に
本

来

の
草

原
群
落
要
素

に
は

い
り

こ
み

つ
つ
あ
る
。

海
岸
草
原
群
落
の
保
護

こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
例

に
つ
い
て
は
、

と
く

に

こ
れ

ら
の
海
岸
草
原

の
主
要
な
構
成
要
素

が
、

し

ば

し
ば
放
牧
家
畜

の
木
食
草

よ
り
成
り
、

一
面

に

は
放
牧

な

い
し
過
放
牧
が
現
在

の
い
わ
ゆ
る
原
生

花
園
を
作
り
出

し
た
大

き
な
原
因

の

一
つ
と
考
え

ら
れ

る
こ
と
が
興
味
深

い
。

こ
と
に
そ
の
典
型
的

な
例
は
群
落
分
類

の
項

に
も
記
し
た
よ
う

に
、

い

わ
ゆ
る
小
清
水
原
生
花
園

の
う
ち
、
砂

丘
内
側
か

ら

ト
ウ

フ
ッ
湖

に
か
け

て
こ
の
ヒ
オ
オ
ギ

ア
ヤ
メ

群
落

に
み
ら
れ

る
。

こ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
年
問
を

通
じ
て
家
畜
が
放
牧
さ
れ

て
お
り
、

ヒ
オ
オ
ギ

ア

ヤ
メ
以
外
に
は
シ

ロ
ツ
メ
ク
サ
が
多

い
だ
け
で
、

そ

の
他

の
長
草
型
草
種

に
は
き
わ
め
て
乏
し

い
。

小
清
水
海
岸
草
原
も
、
厚
岸
台
地

上
の
草
原

の

群
落
も
、
放
牧
を
主
要
因

の

一
つ
と
す

る
退
行
遷

移
上

の

一
段
階

に
あ

る
も

の
が
、

た
ま
た
ま
人
間

の
目
か
ら
は
、
美

し
い
も

の
と
し
て
と
り
あ
げ
ら

れ
た
も

の
で
あ

る
。

す
で
に
述

べ
た
よ
う

に
オ
オ

ア
ワ
ガ

エ
リ
、

カ

モ
ガ
ヤ
、
ナ
ガ

バ
グ

サ
、

ア
カ

ツ
メ
ク
サ
、

シ

戸

ツ
メ
ク
サ
、

ク

マ
イ
ザ

サ
、
イ
ブ
キ

ヌ
カ
ボ
、
イ

ワ
ノ
ガ
リ
ヤ

ス
、

ス
ズ

メ
ノ
カ

タ
ビ
ラ
な
ど
の
増

加
が
あ
る

こ
と
は
、

一
つ
に
は
群
落
景
観
保
護

の

意
図

に
も
と
つ
く
放
牧

の
禁
止
、
あ

る

い
は
制
限

と
観
光
客

の
群
落

へ
の
立
ち
入
り
が
増
大

し
た
こ

と

に
、
そ
の
大
き
な
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
も

の
と
お
も
わ
れ

る
。

放
牧
条
件

に
よ

っ
て
は
同
じ
家
畜

の
不
食
草

の

中

で
も
、

ワ
ラ
ビ
、

シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
、
ク
サ
ソ
テ

ツ
、

ヤ

マ
ド
リ
ゼ

ソ
マ
イ
、

ヒ
メ
シ
ダ
な
ど

の
シ

ダ
類

や
ホ
ザ
キ

ノ
シ
モ
ッ
ケ
な

ど
低
灌
木
類

の
増

加
が
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
も
あ
一る
。
ま
た
、
過
湿

に
傾
む

い
て
多
く

の
ス
ゲ
類
を
と
も
な
う
湿
潤
地

に
化
け
る
例
も
北
海
道
東
部
で
は
珍
し
く

は
な
く

放
牧

が
必
ず

し
も
群
落
的

に
も
景
観
的

に
も
好
結

果
を
生
む
わ
け
で
は
な

い
。
場
所
と
頭
数

と
、
原

群
落

の
要
素
が
問
題
で
あ

る
か
ら
、
群
落
を
生
物

的

に
均
衝
を
保

つ
こ
と
は
簡
単
で
は
な

い
。

×

こ
こ
に
は
、

ま
ず
北
海
道
東

部
の
限
ら
れ
た
例

に
つ
い
て
述

べ
た
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
草
原
群

落

の
遷
移
を
示
唆
す

る
も

の
と
し
て
ま
だ
じ

ゅ
う

ぶ
ん
で
は
な

い
。

遷
移

の
追
跡

は
ま

こ
と
に
時
間

と
手
間

の
か
か

る
厄
介
な
仕

事
で
、
連
続
的
な
観

測
が
完
全

に
行

な
わ
れ
た
例
は
多
く

は
な

い
。
東

北
大
の
吉
井

・

吉
岡
研
究
室
が
ほ
と
ん
ど
四
十
年
余
に
わ
た

っ
て

駒

ケ
岳

の
群
落
遷
移
を
追
跡
し
て

い
る

の
は
、
貴

重
な
業
績
と

い
う
べ
き

で
あ

る
。
遷
移

の
予
測

は

必
ず
し
も
同

一
地
点

に
つ
い
て
の
時
間
的
な
追
跡

に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
同
様
な
条
件

に
あ

る

(
と

想
定
さ
れ
た
)
異

な
る

(
一
つ
ま
た
は
複
数

の
)

地
点

で
、

い
わ
ば
、
空
間
的
な
デ

ー
タ
の
比
較

に

よ

っ
て
行
な
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う

し
た
方
法

に
よ
る
基
礎
的
資
料
さ
え
ま
だ
じ

か
う

ぶ
ん
で
は
な

い
。

遷
移

は
、
自
然

2
醇
霞
Φ

の
も

つ

コ
鉾
霞
巴

の

動
き
で
あ

っ
て
、
人
が
そ
の
バ

ラ

ソ
ス
を
く
ず

せ

ば
、
方
向

も
速
度
も
変
わ
る
の
は
当
然

で
あ
る
、

自
然
保
護

に
は

こ
の
よ
う
な
、
遷
移

を
も
ふ
く
め

て
全
く
自
然

の
動
き
に
ま
か
せ
る

(
べ
き
)
場
合

と
、
現
在

の
景
観
を
そ
の
ま
ま
に
連
続
せ
し
め
た

い
と
す
る
場
合
と
が
あ

る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
海
岸

草

原
の
二
例
な
ど
は
後
者

の
例
で
あ

っ
て
、

こ
れ

は
む
し
ろ
、
半
自
然
植
生

の
観
光
資
源
的
保
護
に

属
す
る
事
例

で
あ
ろ
う
。

こ
う

し
た
半
自
然
植
生

の
策
観
維
持

に
は
、
相

当

の
自
然

に
対
す
る
人
の
働
き
か
け
が
必
要
と
さ

れ
る
。
自
然

に
対
す
る
人

の
働
き

か
け
は
、
根
本

的
に
は
自
然
保
護
と

い
う
命
題
に
関
し

て
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な

い
。
け
れ
ど
も
、

こ
こ
に
あ
げ
た

例

の
ほ
か
に
も
、
外
来
雑
草
や
、
本
来

の
分
布

と

無
関
係

な
草
種

の
自
然
群
落

へ
の
侵
入
、
混
生
が

近
時

こ
と
に
多
く
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
、
今

52

後
、
検
討

を
要
す

る
問
題

と
な
る
で
あ

ろ
う
。

×

海
岸
草
原

は
北
海
道

の
代
表
的
な
景
観

の

一
つ

で
あ
る
。

ど
こ
も

か
し

こ
も
原
生
花
園
と

い
う
名

で
売
り
出

し
て
は
い
る
も
の
の
、
各

々
の
持

つ
特

長
と

い
う

こ
と
に
な
る
と
、
地
元
で
さ
え

ほ
と
ん

ど
は

っ
き

り
し
た
つ
か
み
方
を
し
て
い
な

い
。

い

わ
ん
や
、
そ
の
群
落

の
動
き
と

い
っ
た

こ
と

に
な

る
と
、
全
く

五
里
霧
中
で
あ

ろ
う
。
そ

の
成
因

か

ら
確
か
め
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
遷
移
は
論
ぜ
ら
れ

な

い
し
、
保
護
対
策
も
じ

ゅ
う
ぶ
ん
な
も

の
に
な

る
は
ず
が
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(北
大
農
学
部
助
教
授
)


